
817（弘仁8）年、天台宗の開祖である最澄は布教のた

めに神坂峠を越えた際、標高が高く天気の変化が激しく、

一日がかりの行程である峠越えの大変さを実感し、峠の

両側に旅人が休憩するための「伏施屋」をつくりました。

長野県側を廣拯院、岐阜県側を広済院と名付けました。

伝教大師・最澄の弟子・仁忠が書い

たとされる『叡山大師伝』にも、神坂

峠越えについての記述があります。

【発行・問合せ】
阿智村役場 協働活動推進課
全村博物館構想事務局
TEL:0265-43-2220 FAX:43-2351
achi.zensonhaku@gmail.com
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全村博物館構想は、身の周りにある良いものをみんなで
一緒に探して、学んで、この村で楽しくやっていこう♪

という活動です。
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原 基浩さん（伍和・原の平）

地域の有志でブルーベリー栽培・販売をしている

Q．地域の皆さんで事業を始めたきっかけは？ 7月20日に、原さんが運営に携わっているブルーベ

リー農園で「ブルーベリー狩り＆ヨーグルトパフェ作

り体験」イベントを開催し、昼神温泉の観光客や地元

の方など20名以上が参加しました。

参加者は初めにブ

ルーベリーの食べ放

題を楽しんだ後、摘

んできた実を入れた

パフェを作って味わ

いました。

春日地区から参加

した親子は「こんな

景色が良い所に農園

があるとは知らな

かった。大好きなブ

ルーベリーが沢山食

べられて嬉しい」と

話しました。

A．20年程前に自治会で「みんなで何かやろう」と話

が持ち上がったのをきっかけに、地域の有志でブルー

ベリー栽培を始めました。設備投資等で中々利益が出

ず、草刈りや剪定などずっと奉仕作業でしたが、みん

な文句も言わず作業に出てくれました。やっと利益が

出るようになり、今年は作業賃も慰労会の焼肉代も出

せるのでは、と思っています。

A．農業地帯・伍和の魅力を

活かして地域を巡る収穫体験

を企画してみたいです。収穫

だけでなく散歩したり、庭先

でおばあちゃんとお茶を飲ん

だり、普段の田舎を体験して

もらえたら、より魅力が伝わ

るのでは、と思っています。

Q．今後やってみたいことは？

富士見台高原「落雷遭難の碑」

阿智村・智里西地区から登ることができる「富士

見台高原」に「落雷遭難の碑」があります。1955

（昭和30）年8月3日、神坂中学校（中津川市）の

生徒が富士見台高原で落雷に遭い4名が亡くなりま

した。学校行事のキャンプ中に天候が急変してテン

トに避難したものの、そのテントに雷が落ちました。

「落雷遭難の碑」は翌年の1956年に神坂中学校生

徒会によって、神坂山と富士見台山頂との中間に建

てられました。

この一帯は奈良時代の官

道・東山道が通っており、天

候が急変しやすいため最大の

難所として古くから知られて

いました。通行困難な様子が

『日本書記』（720年）や

『続日本紀』（797年）、

『凌雲集』（814年）など多

くの文献に記録されています。

知ってる？阿智村
にある石碑たち
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◎「こまんば便り」 駒場区集落支援員：塚田より

◎企画展「熊谷元一が記録した

伊那谷大災害写真展」

熊谷元一写真童画館

熊谷元一が撮影
した、昭和32年・
34年・36年の災
害記録写真58点を
展示します。

・期間：7月24日(水)〜10月7日(月) ＊8月中は休館なし

・時間：午前9時〜午後4時30分

・観覧：一般350円、阿智村民100円、中学生以下無料

●園原能舞台 能教室 生徒募集中！

熊谷元一写真賞コンクール

9月27日(金)到着分まで！

テーマ部門は『笑顔』。日常の何気ない
一コマを切り取り、気軽にご応募ください。

・応募先・問合せ：熊谷元一写真童画館
電話：0265-43-4422

熊谷元一写真童画館HPには応募詳細や、過去
の受賞作品が掲載されています

◎テーマ部門：『笑顔』
◎阿智村撮影部門：村内で撮影した作品が
対象です。

◎2021年1月以降に撮影した写真でご応募
下さい。

1957（昭和32）年
豪雨により崩落した
道路と、増水した大
沢川（阿智村智里）

◎9/1～「栗矢の無礼講」始まります！ ・期間：9月1日(日)〜9月15日(日)午後8時〜8時45分

・場所：栗矢八幡社（阿智村伍和6481）

＊雨天時：境内 まわり舞台

・入場無料

・主催：栗矢の無礼講実行委員会（ 090-7425-8651）

マルシェ運営ボランティアを募集しています。イベ

ントの企画など一緒に地域を盛り上げていきませんか。

●こまんばマルシェのスタッフ大募集！

●9/1(日)こまんばマルシェを開催します！

キッチンカ―、めだかすくい、冷やし

甘酒、フルーツサンドなど25店舗が出店します。

また、「防災の日」にちなんだ防災クイズラリーや

消防車の展示、非常食の試食などを行います。地元

駒場の手づくりイベント、こまんばマルシェにぜひ

お越しください。

毎月第3日曜日に、園原能舞台で能の

お稽古をしています。初心者でも気楽に楽しめる、

とてもアットホームな教室です。能の演目は『源氏

物語』や『平家物語』などから着想を得たものもあ

り、物語としても楽しめる内容です。

この教室では、能の物語に節をつけてうたう【謡

（うたい）】の稽古をしています。阿智村・園原の

大自然に囲まれなが

ら、大きな声で綺麗

な節を謡うのはとて

も気持ちが良いです。

ぜひご参加ください。

次回は、9月15日を

予定しています。

◎男女共同参画DAY：男女共同参画視点からの
                             防災を考えます。
◎レトロチェックライターでブレスレット作り

同
時
開
催

詳しくは全村博HPで！

今年2月に実施した阿智村社会教育研究集

会・自然歴史文化分科会で取り組みを発表した

「栗矢の無礼講」が、9月1日から始まります。

栗矢の無礼講は、毎年9月の約2週間、伍和・

栗矢八幡社で踊りや演奏等を行い、五穀豊穣を

祝います。今年は11組が日替わりで出演します。

●出演者（11組・1日1組出演）

・栗矢銭太鼓保存会（太鼓・舞踊）・阿智 黒丑舞（獅子舞）

・井原 芙美子（メゾソプラノ）・羽化連（和楽器）・大庫こずえ（三味線・箏）

・加藤木 朗（和太鼓）・飯田美千香（百鬼ゆめひな・人形師） 他
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